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出典：平成28年度老人保健健康増進等事業「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）等におけ

る認知症高齢者に対する適切な口腔ケア及び経口維持支援のあり方に関する調査研究事業」

○協力歯科医療機関と連携した口腔衛生管理に取り組んでいる認知症対応型グループホームの利用者は、
平均機能歯数が多く、食事形態についても常食の割合が多かった。

○協力歯科医療機関の歯科専門職から入所者の口腔内状態に応じた個人単位の口腔ケアの方法について介
護職員が助言指導を受けている認知症対応型グループホームの利用者は、口腔衛生状態が良好であり、口
腔軟組織の炎症も少なかった。

対象：Ａ県及びＢ県の認知症高齢者グループホーム15施設の利用者84名 （要介護4以上の男性11名、女性73名、平均年齢86.6歳、）

方法：食事情報等の基礎情報については施設職員から取得、口腔関連項目については歯科医師による対面調査（調査時期：平成27年2月）

協力歯科医療機関介入群：歯科医師による定期的な入所者全員の口腔内状況の確認、入所者個人毎の口腔ケアについて職員へ助言指導

その他（定期的な訪問歯科診療等）

協力歯科医療機関非介入群：主訴があった場合の歯科治療対応のみ

P<0.05
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プラーク（口腔衛生状態）

ほとんどない 中等度 著しい
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認知症対応型共同生活介護（口腔機能の管理③）


